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神
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流
推
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け
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携
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研
究
学
園
都
市
大
学
交
流
推
進
協
議
会

撒

（
一
）
ユ
ニ
テ
ィ
実
施
事
業
の
概
要

　
神
戸
研
究
学
園
都
市
大
学
交
流
推
進
協
議
会
（
愛
称
”
ユ
ニ
テ
ィ
）

は
、
神
戸
市
西
部
に
位
置
す
る
神
戸
市
営
地
下
鉄
学
園
都
市
駅
を
中

心
に
約
○
・
五
～
T
O
キ
ロ
の
近
距
離
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

五
大
学
・
一
高
専
で
組
織
し
、
学
生
数
約
一
万
二
〇
〇
〇
名
の
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
大
学
・
一
高
専
は
、
ア
ー

ト
・
デ
ザ
イ
ン
、
外
国
語
・
外
国
学
、
経
済
・
経
営
、
流
通
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
実
学
、
理
工
学
、
看
護
な
ど
専
門
分
野
の
異
な
っ
た

特色のある

大
学
で
あ
る
。

　
ユ
ニ
テ
ィ
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
大
学
が
連
携
し
て
、
集
積
の
メ
リ

ッ
ト
及
び
分
野
の
専
門
性
の
活
用
に
よ
り
大
学
間
の
相
互
補
完
を
行

い
教
育
の
充
実
及
び
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
の
実
現
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
の
中
心
施
設
と
し
て
「
大
学
共
同
利
用
施
設
」
（
床
面

積
一
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
設
置
し
て
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と

し
て
平
成
二
年
度
よ
り
、
①
単
位
互
換
講
座
、
合
同
企
業
説
明
会

等
学
生
の
教
育
及
び
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
②
高
大
連
携
講
座

③
加
盟
大
学
教
員
の
共
同
研
究
へ
の
助
成
及
び
交
流
の
推
進
、
④
公

開
講
座
、
共
同
研
究
成
果
の
発
表
等
市
民
へ
の
学
術
・
文
化
の
発
信

及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
と
い
う
四
本
柱
を
基
本
事
業
と
し
て

着
実
に
事
業
を
実
施
し
実
績
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。

　
高
大
連
携
講
座
は
平
成
一
五
年
度
か
ら
開
始
し
、
「
高
校
生
を
対

象
と
し
た
高
大
連
携
講
座
↓
大
学
生
の
単
位
互
換
講
座
↓
社
会
人

を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
の
充
実
」
に
よ
り
、
「
誰
で
も
い
つ
で
も

自
ら
の
選
択
で
学
べ
る
」
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
実
現
が
可

能
に
な
っ
た
。

【
神
戸
研
究
学
園
都
市
大
学
交
流
推
進
協
議
会
加
盟
大
学
】

　
神
戸
芸
術
工
科
大
学
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
、
兵
庫
県
立
大
学
神
戸
学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
・

明
石
キ
ャ
ン
パ
ス
、
流
通
科
学
大
学
、
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
、
神
戸
市
看
護
大
学
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（
二
）
高
大
連
携
講
座
の
取
組

　
　
平
成
一
五
年
度
か
ら
高
等
学
校
生
徒
の
学
習
機
会
の
拡
大
、
進
路

　
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
の
実
現
を
目
指
し

　
て
高
大
連
携
講
座
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　
　
こ
の
高
大
連
携
講
座
の
特
徴
は
、
加
盟
大
学
が
位
置
す
る
神
戸
第

一
三
学
区
の
全
高
等
学
校
の
生
徒
（
公
立
一
四
校
、
私
立
一
四
校
）
を
対

て
い
象
と
し
て
、
単
位
互
換
講
座
の
う
ち
高
校
生
の
受
講
が
適
切
な
科
目

つ擁
を
大
学
生
と
同
一
条
件
で
机
を
並
べ
て
受
講
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

煙
　
平
成
一
五
年
度
に
、
公
立
高
校
一
四
校
と
協
定
を
結
ん
で
ス
タ
ー

吉
同

、
ト
し
、
平
成
一
六
年
度
に
は
私
立
一
四
校
の
う
ち
希
望
の
あ
っ
た
五

学
入
校
と
協
定
を
結
び
、
現
在
一
九
校
と
の
間
で
「
高
大
連
携
講
座
」
を

編

・
実
現
し
て
い
る
。
平
成
一
五
年
度
か
ら
取
組
を
始
め
て
平
成
一
七
年

度
鮒
度
の
三
年
間
で
一
二
八
人
（
一
五
年
度
”
三
八
名
、
一
六
年
度
”
四

樋
八
名
一
七
隻
”
四
二
名
）
の
高
校
生
が
受
講
し
て
い
有

讐
．
凝
羅
滋
墾
膿
懸
灘
嫉
提
供
科
目
二
四
科
目
（
表

蹴
－
）
に
四
二
名
（
男
子
一
署
享
一
天
名
）
の
履
修
登
録
が
あ

俳
り
四
茗
に
受
穆
了
証
を
蕎
し
た
．
学
年
別
違
二
年
生
が

遡
一
一
二
釜
二
年
生
充
名
で
あ
っ
た
．
山
、
同
大
霧
講
座
の
実
施
状
況

、
岬
及
び
感
望
．
同
笙
担
当
贅
藷
に
勉
強
す
る
大
学
生
の
ア

　
　
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

糠
ま
ず
高
校
生
で
あ
霧
「
受
講
し
毒
由
」
嫉

①
自
分
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
分
野
の
授
業
で
あ
る
（
三
二
・
四
％
）

②
大
学
の
授
業
に
興
味
が
あ
る
（
二
四
・
三
％
）

③
志
望
し
て
い
る
分
野
の
大
学
に
触
れ
ら
れ
る
（
一
六
・
二
％
V

④
教
養
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
（
一
〇
・
八
％
）

④
古
同
校
の
単
位
に
認
定
さ
れ
る
（
一
〇
・
八
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
志
望
理
由
は
満
た
さ
れ
ま
し
た
か
」
と
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
①

興
味
を
持
っ
て
受
講
で
き
た
（
七
五
・
七
％
）
と
圧
倒
的
に
志
望
理

由
が
満
た
さ
れ
た
と
答
え
て
い
る
。

「
受
講
し
て
の
感
想
は
」
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
は
、

①
高
校
に
は
な
い
分
野
の
授
業
や
専
門
的
な
授
業
を
受
け
ら
れ
た
（
八
九
・
二
％
）

②
大
学
の
先
生
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
（
六
二
・
二
％
）

③
難
し
か
っ
た
が
授
業
は
興
味
を
持
っ
て
受
講
で
き
た
（
五
四
・
一
％
）

④
大
学
生
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
刺
激
を
受
け
た
（
四
五
・
九
％
）

⑤
担
当
の
先
生
の
大
学
に
親
し
み
を
持
っ
た
（
四
三
・
二
％
）

⑥
進
路
を
考
え
る
参
考
に
な
っ
た
（
四
〇
・
五
％
）

な
ど
と
進
路
選
択
の
た
め
だ
け
で
な
く
大
学
の
先
生
、
授
業
や
学
問

そ
の
も
の
に
も
興
味
を
掻
き
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

否
定
的
な
感
想
と
し
て
は
、

①
知
ら
な
い
人
ば
か
り
の
た
め
緊
張
し
た
（
二
九
・
七
％
）

②
授
業
内
容
が
自
分
の
考
え
て
い
た
も
の
と
違
っ
て
い
た
（
一
八
・
九
％
）

③
授
業
が
難
し
く
て
理
解
出
来
な
か
っ
た
（
一
八
・
九
％
）

と
い
・
ユ
意
見
も
あ
っ
た
。
高
校
生
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
て
い
る
大
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　表1　平成17年度高大連携講座提供科目一覧

曜日 期間 科目名 単位 担当大学 担当教員

月

通年 経営情報概論 4 兵庫県立大（神戸商大） 有馬教授
前期 医療経済学 2 流通科学大 中島講師

前期 応用倫理学 2 神戸高専 手代木助教授

後期 女性と世界 2 神戸外大 長助教授・浜崎助教授

後期 観光地理学 2 流通科学大 白石教授

火

前期 メディア文化論 2 神戸芸工大 今村助教授

前期 地域学方法論1 2 神戸外大 並河助教授

前期 経営文化論一日米比較文化考 2 兵庫県立大（神戸商大） 大西講師
前期 比較企業論 2 流通科学大 上田教授

前期 地域学 2 神戸高専 八百助教授

後期 英語学概論H 2 神戸外大 菅山教授

後期 地域学方法論II 2 神戸外大 並河助教授

水
前期 英語学特殊講義b 2 神戸外大 山口助教授

前期 女性と女性の健康 1 市看護大 高田教授

木

通年 知的財産権の法と経済学 4
神戸外大

（協力）神戸高専

田中教授

（協か橋本教授（神戸高専）

通年
異文化コミュニケーション論（特講）

（多文化コミュニケーション論） 4 兵庫県立大（神戸商大） 松田教授

前期
環境・建築デザインとは

（環境デザインとは） 2 神戸芸工大
杉本教授・小玉教授・

齊木教授・木村教授

前期 英米法1 2 神戸外大 植田教授

前期 貿易政策 2 流通科学大 岡島助教授

前期 技術史 2 神戸高専 中辻教授

後期 英米法H 2 神戸外大 植田教授

金

前期 ハードウェア概論（ハードウェア） 4 兵庫県立大（神戸商大） 秋吉教授
前期 経営史 4 兵庫県立大（神戸商大） 梅野教授
後期 企業評価論B 2 流通科学大 菊池教授

高大連携講座システムの概要表2

（1）目的

①高等学校生徒の学習機会の拡大

②進路選択に関する情報提供

③社会的要請である開かれた大学の実現

（2）連携の方式

①ユニティの単位互換科目の特別科目を高校生に公開する。

②出席は、大学が確認し、3分の2以上の出席者に「受講修了証」を発行

　する。（理事長と提供大学長の連名）

③単位の認定は、高等学校が行う。

（3）提供科目 単位互換科目の特別科目で大学が認めた科目

（4）授業時問
原則として16：30～18100、18：15～19：45

集中講義も可とする。

（5）受講許可
高校が推薦した生徒で各科目5名以内

※受講可能科目数一原則として前期、後期、通年のいずれか1科目

（6）受講料 当面は、試行期問とし、「無料」とする。

（7）連携高校 原則として第3学区内の公立及び私立高校
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学
生
の
意
見
（
自
由
回
答
）
で
あ
る
が
、

①
高
校
生
が
大
学
の
雰
囲
気
や
授
業
を
体
験
で
き
る
の
は
良
い
こ
と
だ

②
古
同
校
生
の
受
講
す
る
姿
を
見
て
良
い
刺
激
を
受
け
た

③
自
分
も
高
校
生
の
と
き
に
受
講
し
た
か
っ
た

一単位互換制度、編入学、高大連携について一

な
ど
と
圧
倒
的
大
多
数
の
大
学
生
が
好
意
的
に
受
け
と
め
て
お
り
、
ま

た
、
大
学
生
の
勉
学
意
欲
に
も
良
い
刺
激
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
担
当
教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
自
由
回
答
）
で
は
、

①
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
大
学
の
授
業
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
よ
く
わ
か
り
大
学

　
一
、
二
年
の
授
業
を
準
備
す
る
参
考
に
な
っ
た

②
官
同
校
生
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
発
に
参
加
し

　
て
も
ら
っ
た
。
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
年
齢
の
違
い
に
よ
る
考
え
や
価

　
値
観
の
違
い
が
お
互
い
の
刺
激
に
な
り
学
び
が
多
か
っ
た

③
科
目
の
専
門
性
を
引
き
下
げ
ず
に
わ
か
り
や
す
い
話
を
し
よ
う
と
し
た
の
で

　
す
が
結
構
大
変
で
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
む
こ
と
も
出
来
た

④熱心に

受
講
し
て
い
て
、
積
極
的
に
質
問
し
て
く
れ
た

⑤
大
学
生
に
も
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る

備
等
、
授
業
に
は
か
な
り
の
工
夫
が
必
要
と
し
な
が
ら
も
積
極
的
に
取

整
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

境環
　
　
兵
庫
県
立
北
須
磨
高
校
二
年
生
で
高
大
連
携
講
座
を
受
講
し
、
本

俳
年
度
神
戸
市
看
護
大
学
に
入
学
し
た
和
田
沙
弓
さ
ん
に
受
講
し
た
動

の
機
、
受
講
し
て
の
感
想
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
っ
た
。

生

　
後
、
高
校
一
年
生
の
終
わ
り
頃
に
高
大
連
携
講
座
の
募
集
が
教
室
に
掲
示
さ

　
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
神
戸
市
看
護
大
学
が
提
供
し
て
い
る
「
女
性
と
女
性

　
の
健
康
」
の
シ
ラ
バ
ス
を
読
み
興
味
を
持
っ
た
の
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

○
高
校
の
授
業
の
ほ
か
に
授
業
時
問
外
に
高
大
連
携
講
座
を
受
け
る
の
は
大
変

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
…
…

↓
高
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
週
間

　
の
う
ち
の
一
日
を
高
大
連
携
講
座
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
時
間
外
の

　
授
業
で
し
た
が
ク
ラ
ブ
活
動
の
延
長
と
い
う
感
じ
で
苦
痛
に
は
感
じ
ま
せ
ん

　
で
し
た
。

O
授
業
を
受
け
て
み
て
の
感
想
は
…
：

↓
担
当
の
神
戸
市
看
護
大
学
の
高
田
昌
代
先
生
の
授
業
は
、
毎
回
プ
レ
ゼ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
参
加
を
求
め
ら
れ
る
授
業

　
で
、
そ
れ
が
高
校
の
授
業
と
違
っ
て
い
て
す
ご
く
楽
し
く
受
講
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
授
業
の
中
に
出
て
く
る
看
護
の
専
門
的
な
事
柄
に
強
く
興
味
を
感

　
じ
て
、
看
護
大
学
に
進
み
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
力
的

　
に
受
か
る
自
信
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
看
護
」
へ
の
き
っ
か
け
を
作
っ

　
て
く
れ
た
の
が
神
戸
市
看
護
大
学
の
高
田
昌
代
先
生
で
し
た
の
で
、
是
非
と

　
も
先
生
の
大
学
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
受
験
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
高
大
連
携
講
座
を
開
設
し
て
四
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
初
期
の
目
的
を
比
較
的
順
調
に
実
現
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
多
く
の
高
校
生
に
受
講

し
て
も
ら
い
、
高
校
生
の
勉
学
や
進
路
選
択
等
に
役
立
つ
と
と
も
に
、

講
座
を
提
供
す
る
大
学
及
び
大
学
生
の
活
性
化
に
も
資
す
る
よ
う
、

高
校
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
て
今
後
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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O
高
大
連
携
講
座
を
受
け
た
動
機
は
…
：

↓
高
校
一
年
生
の
と
き
祖
父
が
病
気
で
入
院
し
、
お
見
舞
い
に
行
っ
て
い
た

　
と
き
に
看
護
師
の
仕
事
を
み
て
看
護
師
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の


